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平成２７年度図書館事業評価結果について 

 

 河内長野市立図書館（図書館）では、平成２６年度から「図書館の設置及び

運営上の望ましい基準」（平成２４年１２月１９日文部科学省告示）に基づき、

図書館サービスその他図書館運営の維持・向上を図るため行った平成２７年度

の図書館の事業評価を公表します。 

 

 図書館は、平成２６年２月１５日付け河内長野市図書館協議会（図書館協議

会）の答申を受け「河内長野市立図書館の事業の実施等に関する基本的な運営

の方針」（基本的運営方針）を平成２６年３月３１日付けで定めました。平成２

６年度から基本的運営方針に基づき図書館サービスその他図書館の運営に関す

る指標を選定、指標に係る目標を設定するとともに、年度毎に事業計画を策定

し、目標及び事業計画の達成状況等に関し自己点検及び評価を実施、その結果

を「河内長野市立図書館事業評価」として公表します。 

 

１．点検及び評価の目的 

・基本的運営方針に基づいた運営がなされていることを確保し、事業水準の維 

 持・向上を図ります。 

・点検及び評価は各年度の事業計画に対し実施します。 

・点検及び評価実施結果は速やかに公表します。 

 

２．評価の方法等 

 基本的運営方針に基づき策定した事業計画の達成状況を指標並びに指標に係

る目標等により３段階の評価基準で点検・評価を実施します。また、図書館協

議会に達成状況等評価（総評）を得ます。 

 実績は１月末現在の数値に３月末までの推計を含めて算出します。 

・評価基準 （端数切捨て） 

 Ａ…達成した（９０％以上） Ｂ…ほぼ達成した（８９％～６１％） 

 Ｃ…達成できなかった（６０％以下） 
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河内長野市立図書館の事業の実施等に関する基本的な運営の方針 

 

 図書館法の精神に基づき、誰もが気軽に安心して利用できる市民生活に

役立つ図書館をめざして、市民の皆さんとともに積極的な図書館運営を進

めるため、河内長野市立図書館の事業の実施等に関する基本的な運営の方

針をつぎのとおり定めます。 

・図書館機能の充実を目的に児童サービスやレファレンスサービスを始 

 めとする各種サービスの向上を図ります。 

・「読書のまち河内長野」実現を目的に図書館や公民館図書室の資料を整 

 備充実し、その利用を促進します。 

・郷土歴史資料や行政資料の収集保存を進め、その普及啓発と活用を図 

 ります。 

・読書活動を推進し、子どもたちや市民の読書習慣の定着化を図ります。 

・図書館を利用することで市民自らの課題が解決できるよう、図書館資 

 料の活用を促進します。 

・市民の協力を得てより良い図書館サービスを提供するため、ボランティ  

 ア活動の機会、場所の提供やボランティア講座の実施に努めます。 

・図書館司書及びその他の職員の資質・能力の向上を図るため、継続的・ 

 計画的な研修の実施等に努めます。 

・安全で安心な図書館の読書環境を維持します。 

 

                  平成２６年３月３１日 

                  河内長野市立図書館 
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平成２８年３月３１日 

河内長野市立図書館 

 

平成２７年度河内長野市立図書館事業評価結果 

１．実績、自己評価、自己評価説明（点検）        

① 市民の資料要求に応え、さらにその要求を広め高めて行くため、良質な資  

 料を収集・提供します。 

  指標…入館者数、貸出冊数 

  目標…入館者数 ５３万人   実績…入館者数  ５２０，３６５人 

貸出冊数 １００万冊     貸出冊数１，００１，５５４冊 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】  

 入館者数は目標を達成（９８％）していることから自己評価をＡとしました。 

 今後とも多数来館していただけるよう魅力ある良質な資料構成を目指して、

資料の更新と充実が必要と考えています。 

貸出冊数は目標を達成（１００％）していることから自己評価をＡとしまし

た。今後とも多数来館していただけるよう魅力ある良質な資料構成を目指して、

資料の更新と充実が必要と考えています。 

 

② 地域文庫、幼稚園・保育所及び放課後児童会等への団体貸出の利用を促進 

 するため、資料集配送を継続実施します。 

  指標…配送件数、配送冊数 

  目標…配送件数  １５０件  実績…配送件数  １８２件 

     配送冊数５，０００冊     配送冊数８，７１０冊 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

目標の配送件数については１２１％、配送冊数については１７４％を達成し

ていることから自己評価をＡとしました。 

 前年度に比較して回数では４２件の増、冊数では約７１０冊の増となってい

ます。要因としては、放課後児童会の配送回数の増加、放課後児童会の入会児

童の増加１４６人(平成２６．５月現在８０１人⇒平成２７．５月現在９４７人）

などによって冊数が増加したと考えられます。 

 今後は、子どもたちの読書環境が整えられるよう特に小学校・中学校への配

送数が増加するように学校、学校図書館司書との連携をより強化する必要があ

ります。  
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③ 市民の身近な施設としてのサービス機能の充実を図るため、年始特別開館 

 の継続実施（１月２日・３日）など利便性の向上に努めます。 

 指標…特別開館入館者数（２日間合計）、図書館年度間開館日数、図書館年度 

    間開館時間数（年度合計） 

 目標…特別開館入館者数（２日間合計）  １，８００名 

    図書館年度間開館日数         ３３１日 

    図書館年度間開館時間数    ３，４６８．５時間 

 実績…特別開館入館者数（２日間合計）  １，８０２名 

    図書館年度間開館日数         ３３２日 

    図書館年度間開館時間数    ３，４７９．０時間 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 各指標とも目標の１００％以上を達成していることから自己評価をＡとしま

した。 

 年始特別開館については、平成２６年度（１，６５９名）を１４３名上回る

１，８０２名となりました。 

 開館日数・時間数について、１２月広報紙への休館日の誤記載があり、窓口

での混乱を避けるため１日臨時開館しました。また蔵書点検期間を平成２６年

度と同様に１０日間から８日間とし開館日を２日間拡大しています。 

  

④ メールマガジンの発信やレファレンスデータベースの公開などITを活用し 

 た図書館サービス機能の充実をすすめます。 

 指標…オンラインデータベース利用者数 

 目標…オンラインデータベース利用者数  ３００名 

 実績…オンラインデータベース利用者数  ２３８名 

◎自己評価 Ｂ 

【自己評価説明（点検）】 

目標の７９％を達成していることから自己評価をＢとしました。 

 利用者（のべ）人数は減少したものの、利用者層の広がりは見られており、

今後ともオンラインデータベースの各種講習会を開催するなど、より活用さ

れるようＰＲを行います。 

 

⑤ 市内全域への図書館サービス提供のため、図書館と公民館、自動車文庫等 

 のネットワークの維持・継続や、全体の蔵書整備計画の策定を行います。  

 指標…図書館と公民館との相互貸借冊数、蔵書整備計画の策定 

 目標…図書館と公民館との相互貸借冊数４９，０００冊 

蔵書整備計画を年度末に策定 

 実績…図書館と公民館との相互貸借冊数５３，６８４冊 
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蔵書整備計画を年度末に策定済み 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

図書館と公民館との相互貸借冊数について、目標を達成（１１０％）してい

ることから自己評価をＡとしました。 

 図書館ネットワークを活用し、予約資料の受け取り館を図書館から最寄りの

公民館図書室に替えられる方が目標より１０％増加しています。 

 蔵書整備計画を年度末に策定済みであり、目標を達成（１００％）している

ことから自己評価をＡとしました。  

 今後とも多数来館していただけるよう魅力ある良質な資料構成を目指して、

計画的な資料の更新と充実が必要と考えています。 

 

⑥ 郷土歴史資料の普及啓発と活用を図るため、検索ツールの整備や関連講座 

 及び資料の展示を行うとともに保存修復を行います。 

 指標…開催講座数           

 目標…開催講座数   ６講座 

 実績…開催講座数   ６講座 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 目標を達成（１００％）していることから自己評価をＡとしました。  

 郷土歴史資料の普及啓発と活用を図るため古文書講座（初歩の初歩３コマ・

入門編３コマ）各１講座、図書館歴史講座２講座、文化遺産講座２講座（計

６コマ）を開催、いずれの講座も受講者アンケートでは高く支持（満足度 90％）

されていることから、今後はその人気を郷土資料活用へとつなげていきたい

と考えています。 

  また図書館資料の活用として講座会場での出前貸出（８冊）を実施してい

ます。 

 

⑦ 生涯学習機会の拡大のため、他の公立図書館等との連携を一層図り、広域 

 相互利用を実施します。 

 指標…対象自治体数 

 目標…対象自治体数  １４自治体 

 実績…対象自治体数  １４自治体 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

目標を達成（１００％）していることから自己評価をＡとしました。  

市民の生涯学習機会の拡大のため今後とも広域相互利用を実施します。 

（１４自治体：大阪市、東大阪市、八尾市、松原市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市、富田林

市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村、橋本市、五條市） 
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 また、平成２５年度、平成２６年度と広域相互利用を締結している隣接市の

図書館（富田林市）と連携して「二市図書館連携講座」を開催。平成２７年

度は大阪狭山市も含め「三市図書館連携講座」として開催し、学習機会を拡

大しました。 

 

⑧ 「河内長野市第２次子ども読書活動推進計画」（平成２３年度～平成２７年

度）に基づき関係機関との連携を図りながら子どもの読書活動を推進します。 

 指標…１８歳以下登録者率 

 目標…１８歳以下登録者率 ３９％（平成２４年度実績を維持） 

実績…１８歳以下登録者率 ３８％ 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 目標を達成（９７％）していることから自己評価をＡとしました。 

 学校向け「えほんのひろば」巡回の継続実施や学校図書館が実施する「読書

ノート」への参画、小学校から公民館施設見学の際に公民館図書室で利用者

カードの新規登録実施など子どもの読書活動を促進し、１８歳以下の登録者

数を維持・向上に取り組みます。 

 

⑨ 子どもたちや市民の読書活動の推進を図るため、地域、学校やボランティ 

 ア等と連携し、おはなし会などを実施します。 

 指標…おはなし会等開催回数、おはなし会等参加者数 

 目標…おはなし会、おはなしウォッチング、クリスマス会      

合計開催回数８６回 合計参加者数 ６９０名 

実績…おはなし会、おはなしウォッチング、クリスマス会      

合計開催回数８４回 合計参加者数 ７６７名 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 目標を達成していることから自己評価をＡとしました。  

 （ おはなし会、おはなしウォッチングやクリスマス会の回数が目標に対し達

成度９８％、参加者数の達成度１１１％） 

 ４か月児健診での PR、ミニコミ誌や関係機関（あいっく）との連携を通じて

参加人数の向上に取り組みます。 

 

⑩ 子どもたちに絵本に親しむ機会を提供するため、学校や放課後児童会など 

 で「えほんのひろば」の巡回展を実施します。 

 指標…実施校数 

 目標…幼稚園 １園、小学校 １３校、中学校 ３校 

 実績…幼稚園 １園、小学校 １３校、中学校 ４校 
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◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 目標を達成（１０５％）していることから自己評価をＡとしました。 

 このほかにも、くろまろキッズ全員集合、美加の台文化祭、子育て・孫育て

フェスタで「えほんのひろば」を出展し、大阪暁光高校での開催を支援しま

した。 

  今後は、運営方法やプログラム内容についても検討を加えながら継続拡大

できるよう努めます。 

 

⑪ 図書館資料の利用を促進するため、生活に役立つ図書館講座や児童を対象 

 とした利用者教育講座（資料の探し方等）を開催します。 

 指標…開催講座数           

 目標…開催講座数        ５講座 

 実績…開催講座数       １０講座 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

目標を達成（２００％）していることから自己評価をＡとしました。 

・データベース（法情報、新聞記事検索）講習会２講座 

・図書館マスター４講座 

・生活に役立つ図書館講座２講座 

・図書館連携事業（教育費、創業）２講座 

  今後とも図書館資料の利用促進のため、地域との連携を取りながら様々な

アプローチの講座を開催します。 

 

⑫ ボランティア活動の充実を支援するため、読み聞かせボランティア講座や 

 スキルアップ講座を実施します。 

 指標…開催講座数 

 目標…開催講座数       ２講座 

 実績…開催講座数       ３講座 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

目標を達成（１５０％）していることから自己評価をＡとしました。 

「すぐに役立つ読み聞かせボランティア講座（５回）」 

「スキルアップ講座（３回）」 

「フォローアップ講座（１回）」と３講座を開催 

 ボランティア活動の充実を支援するため継続して実施します。 

 

⑬ 市民の理解と協力を得て図書館の良好な読書環境の維持、利用マナーの向 
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 上を図ります。 

 指標…マナー向上キャンペーンの実施回数   

 目標…マナー向上キャンペーンの実施回数  ２回 

 実績…マナー向上キャンペーンの実施回数  ２回 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 目標を達成（１００％）していることから自己評価をＡとしました。 

 資料の水漏れ防止キャンペーン(貸出時に声かけやチラシ配付）を実施しまし

た。 

 

⑭ 図書館司書及びその他の職員の資質・能力の向上を図るため、継続的・計  

 画的な研修の実施等に努めます。 

 ・文部科学省主催 地区別研修（近畿） 

 ・近畿公共図書館協議会主催研修 

 ・大阪府教育委員会主催研修（司書セミナー） 

 指標…研修（館外）数、研修参加者数、利用者の職員対応満足度 

 目標…研修（館外）数      ９講座 

    研修参加者数      ２２名（延べ） 

    利用者の職員対応満足度  ５段階で平均４以上（図書館アンケート） 

 実績…研修（館外）数     １１講座 

    研修参加者数      １９名（延べ） 

    利用者の職員対応満足度  ５段階で平均４．５（図書館アンケート） 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 目標に対し、研修数は１２２％、参加者数は８６％、利用者の職員対応満足

度では１１２％をそれぞれ達成しており、平均して自己評価をＡとしました。 

 司書及びその他の職員の資質・能力の向上を図るため継続的・計画的な研修

の実施等に努めます。 

・文部科学省主催 地区別研修（近畿） ３講座 ３人受講 

・近畿公共図書館協議会主催研修    ２講座 ２人受講 

・大阪公共図書館協会主催研修（司書セミナー） ６講座１４人受講 

 図書館アンケートによる利用者の職員対応満足度は、５段階で平均４．５で

あり、さらに職員の接遇の向上に努めます。 

 

⑮ 危機管理マニュアルの整備、職員に対して防火訓練をはじめＡＥＤ講習や   

 防犯講習等を実施します。 

 指標…防火訓練等実施回数    

 目標…防火訓練等実施回数   ５回 



9 
 

 実績…防火訓練等実施回数   ７回 

◎自己評価 Ａ 

【自己評価説明（点検）】 

 目標を達成（１４０％）していることから自己評価をＡとしました。 

 複合施設にあることを踏まえ関係機関との連携を図り利用者の安全安心に努

めます。 

実施内容（実施日） 

・始業点検 危機管理マニュアル研修 7/7 

・自動車文庫出発手順研修 8/4 

・大阪８８０万人訓練 予行演習 9/1 

・大阪８８０万人訓練職員訓練 9/4 

・救命講習 10/6 

・自衛消防訓練 11/9   2/9  

 

 

 

 

 

２．図書館協議会による達成状況等評価（総評）     

 図書館事業に係る図書館の自己評価並びに自己評価説明（点検）を踏まえ実

施した達成状況等評価（総評）は以下のとおりです。 

                                           

平成２８年３月３１日  河内長野市図書館協議会  会長 佐藤 敏江 

 

記 

 

１．事業計画に基づき設定した目標を概ね達成している。今後とも事業の適正

化、図書館サービスの向上に努められたい。 

２．自己評価において「Ｂ」となったものについては、来年度において評価が

「Ａ」となるように努めるとともに、目標設定が実現及び持続可能なもの

であるかを検討し、次年度の目標設定をされたい。また、達成度１００％

を超えているものについて、よりサービスの向上となるよう目標設定を再

考されたい。 

３．設定されている指標及び目標が事業の成果を的確に評価できているもので

あるか、状況の変化に対応できているかを含めて検討していただきたい。 

４．総評並びに下記に示す各委員からの意見を参考に図書館事業の充実に努め

られたい。 
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【図書館協議会委員の意見】 

 図書館事業に係る図書館協議会委員の意見は次のとおりです。（図書館協議会

会議での事業に係る意見の要旨を掲載しています。 

 

 

１ ・・・①の計画にある「良質な資料の収集・提供」の指標例として、「日本

図書館協会が出している判定基準になるようなリストの本を１０

０％カバーしています」というのはどうか。 

         ④事業評価は数値だけで追っていくと、いつか下がるときや停滞する

ときが来るという難しい問題がある。かといって質の表記もしに

くい。ＩＴを活用した図書館機能サービスの充実については、デ

ータベースの利用者数だけでなく、構築内容も評価を。 

         ⑩指標の「えほんのひろば」の小学校の実施校数が去年と同じでも、

異年齢交流の新しい展開に保護者から反響があったことは、評価

のポイントになる。 

    （全体）全部の項目をかさ上げするのではなく、例えば「子どもの絵

本」とか「郷土資料」とか年度ごとに重点を置くやり方もある。 

 

２ ・・・ ①の計画にある「良質な資料の収集・提供」とはどう判定するのか。 

     ⑥の計画にある「郷土歴史資料の保存修復」を判定する指標がない

ので、修復件数を指標に設けてはどうか。 

          ⑩の「えほんのひろば」について参加者数も指標に入れておけば、

さらに評価の角度が複数になる。 

     ⑪の事業計画には「生活に役立つ図書館講座」と「児童を対象とし

た利用者教育講座」がある。指標も講座ごとに２つに分けて、人

数も指標にしてはどうか。 

     ⑭の指標のように利用者の職員対応満足度が１００％に近づいてい

る場合は、きめ細かく項目を分けるなど工夫し、改善するための

課題が見つかるようなアンケートの実施を。 

    （全体）図書館運営を指定管理者ではなく市直営でやっているいいと

ころは、この事業評価のように自主的に長期的なスパンでいいも

のに仕上げていこうとする緻密な取り組みであり、市民の皆さん

にも伝わり評価されると思います。 

 

３ ・・・③の指標「図書館年度間開館日数」は、達成度１００％で当たり前

ではないか。年度によって重点的に力を入れる項目と、維持・継

続という目標があってもいいのではないか。  

          ④の指標を「オンラインデータベース利用者数」としているが、構
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築した中身の充実も指標にしてはどうか。   

          ⑥の計画にある検索ツールの整備とは何か。 

       ⑧の指標を「１８歳以下登録者率（平成２４年度実績を維持）」とし

ているが、利用者数はどうか。 

 

４ ・・・⑩について、小山田小学校での異年齢交流による「えほんのひろば」

では、高学年の子どもたちは絵本の内容に感動したという感想や

低学年の子どもたちはお兄さんお姉さんに読んでもらったことが

心に残るようだったとのことで大変評価されている。 

          ⑩について、学校が小中連携という形をとっていますので、中学校

１年生と小学生という組み合わせで「えほんのひろば」があって

もいいのではないか。 

 

５ ・・・⑨の指標内容の「おはなしウォッチング、夏休みおはなし会、くろ

まろキッズのおはなし会」は大勢の子どもたちが集まっている一

方、図書館での定期的なおはなし会では各会なかなか参加者が集

まらなくて苦しんでいる。 

どうして集まらなくなっているのかを考えることも、質の向上

という意味では必要ではないか。開催曜日、時間がこれでいいのか、

おはなし会の内容そのものがこれでいいのかとか考えていけたら

と思います。 

         ⑩について、小学校１年生と６年生の「えほんのひろば」にボランテ

ィアで参加しました。６年生の子どもたちがとてもいい表情をし

ていて、１年生から読んでほしいを求められることがとてもいい

経験になっているようでした。絵本がない環境にこそ「えほんの

ひろば」は必要だということで、中学生、特に受験生にも「えほ

んのひろば」の実施を。 

     ⑩中学校の「えほんのひろば」の会場におはなし会とブックトークを

持っていけないか検討を。 

     ⑩について河内長野市内には市立よりも私立の幼稚園が多い。幼稚園

への「えほんのひろば」実施の拡大については、公民館などを会

場にしてその地域の幼稚園に広報し、親子で来てもらうのも効果

的ではないか。 

 

６ ・・・⑩ の「えほんのひろば」の指標のうち、中学校については目標を

４校としているが、中学校は７校あるので４校にとどまることな

く努力を。 


